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まちのわだい
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委員 22 人に委嘱状を交付

　猪苗代駅前周辺の活性化を目指す「猪苗代駅前再整備検討委員
会」の委嘱状交付と第１回委員会は 11 月 29 日、町役場で行わ
れました。委員会は住民の代表者、商工観光団体、交通事業者、
福祉団体など 22 人で構成され、会長に町議会の鈴木武喜議長、
副会長に千里地区区長会の吉野満会長が選出されました。委員会
では、駅前の消雪施設老朽化に伴う駐車場などの再整備や会津バ
ス猪苗代営業所跡地の活用策などについて検討を行います。 前後町長から委嘱状を受ける鈴木議長（右）

第１回猪苗代駅前再整備検討委員会

今シーズンもレベルアップ

　子どもたちにスキーの楽しさと技術を教える猪苗代キッズス
キークラブの開始式は 12 月 14 日、幸陽の杜で開かれました。
９シーズン目を迎える同クラブに、今季は幼稚園児から小学校６
年生まで約 100 人が参加しました。式では、神田功副代表が「支
えてくれる皆さんへの感謝を忘れず、練習に励んでください」と
あいさつ。前後町長の祝辞の後、会員を代表して梶木

こ

の
の

実
み

さん（千
里小６年）が「一生懸命スキーを練習します」と宣誓しました。

猪苗代キッズスキークラブ開始式

誓いの言葉を述べる梶さん

合格目指して粘り強く頑張れ

佐藤常務理事から米を受け取る新田さん（右）ら

ＪＡあいづが受験生に合格祈願米贈呈

髙野幸子さんに最優秀賞

　町高齢者作品展表彰式は 11 月 28 日、町役場で行われ、受賞
者に賞状や記念品が贈られました。作品展は「学びいな秋祭り」
に合わせて実施。今年は手芸作品など 101 点が寄せらました。
最優秀賞と優秀賞を受賞した皆さんは次のとおりです（敬称略）。

前後町長から表彰状を受ける涌井ヒロ子さん

25 年度町高齢者作品展表彰式

規則正しい生活は大切だよ

　国立磐梯青少年交流の家は 11 月 25 日～ 12 月３日、「早寝早
起き朝ごはん」の啓発活動のため翁島、猪苗代、千里の３幼稚園
を訪問しました。「はやねちゃん」「はやおきくん」「よふかしおに」
など「早寝早起き朝ごはん」国民運動のキャラクターと共に訪れ、
紙芝居や体操などを通して、規則正しい生活の大切さを園児たち
に伝えました。園児たちは、かわいいキャラクターの登場に大喜
び。一目散に駆け寄って、握手をしたり、触ったりしていました。 キャラクターの登場に大喜びの翁島幼稚園の園児たち

国立磐梯青少年交流の家が啓発活動

　ＪＡあいづから町内 3 中学校の 3 年生へ「合格祈願米」を贈
る贈呈式は 11 月 27 日、町役場で開催されました。この米は、
会津若松市立第六中学校の生徒約 100 人が手植えをしたコシヒ
カリで、会津美里町の文殊院清龍寺で祈

き

祷
と う

をしたものです。贈呈
式では佐藤公常務理事が各校の代表生徒に米を手渡し、激励しま
した。生徒を代表して猪苗代中の新田峻

りょう

介
す け

さんが「感謝の気持
ちを持ってお米を食べ、受験を頑張りたい」と感謝を述べました。

長年にわたる調査協力に感謝

　農林水産省実施の農業経営調査農家として 25 年にわたり協力
した喜多見富子さん（新在家）と同じく 20 年の松本義明さん（幸
野）に農林水産大臣から感謝状が贈られました。喜多見さんは、
このほど東京都で開かれた第 63 回全国統計大会の席上で、「統
計功績者」として 6 人の各省大臣表彰の一人として贈られました。
この調査は、個別農家の経営の実態を明らかにし、農業行政の基
礎資料を整備することを目的に行われているものです。全国統計大会で感謝状を受ける喜多見さん（右）

喜多見さんと松本さんに農林水産大臣感謝状

鈴木キミヨさんが 100 歳に

　12 月 10 日に満 100 歳の誕生日迎えた鈴木キミヨさん（桜ケ
丘）への知事賀寿贈呈式は同日、特別養護老人ホーム咲楽の里で
行われました。県会津保健福祉事務所の樋山公則副所長が、知事
賀寿と記念品の会津漆器の木杯を贈呈。続いて前後公町長と戸田
忠義町老人クラブ連合会長が賀寿や記念品などを贈りました。鈴
木さんは 70 歳まで町内で助産師として活躍。長寿の秘

ひ

訣
け つ

は好き
嫌いなく食べることと、感謝の気持ちを忘れないことだそうです。

咲楽の里で知事賀寿贈呈

前後町長から賀寿を受ける鈴木さん（中央）

渡部幸江さんに高齢者叙勲

　高齢者叙勲で瑞宝双光章を受けた元猪苗代小学校長の渡部幸江
さん（金曲）の伝達式は 12 月 13 日、町役場で行われ、前後町長
が渡部さんに勳記と勲章を手渡しました。渡部さんは「皆さんの
ご協力のおかげ。今後も心を強く、前向きに生きていきたい」と
話しました。渡部さんは昭和 21 年から 40 年６カ月にわたって
小中学校の教育に携わり、学校教育の振興充実に尽力。平成４年
からは４年間教育長を務め、教育行政の発展に力を注ぎました。瑞宝双光章を受章した渡部幸江さん（中央）

前後町長が勳記と勲章を伝達

最優秀賞　髙野幸子／優秀賞（日赤県支部長賞）涌井ヒロ子／（町議会
議長賞）古川健一／（町社会福祉協議会長賞）西川昭／（県老人クラブ
連合会長賞）戸野部幸子／（町老人クラブ連合会長賞）関和ミヨ


